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問題用紙 

 

 

注意事項 

 
1. 「解答はじめ」の指示があるまでは，次ページ以降を見てはいけません． 

2. 「確率統計」，「微分積分」，「微分方程式/フーリエ・ラプラス変換」，「線形代数」，

「情報理論」の 5 科目の問題が，それぞれ 1 枚ずつこの順にありますが，3 科目

を選択して解答しなさい． 

3. 解答用紙 5 枚と下書き用紙 1 枚を配布しますが，左上に書かれた科目の問題に対

する解答を書きなさい． 
解答が表面だけで書けない場合には，続きを裏面に書きなさい． 

4. すべての解答用紙と下書き用紙の右上には，受験番号と氏名を書きなさい． 

5. 選択した科目に対しては，解答用紙の科目選択欄に『◯印』をつけなさい．  

6. 「解答やめ」の指示で，直ちに解答を止めなさい．指示の後も筆記用具を持ってい

る場合には不正行為と見なします． 

7. 解答時間が終了すると，解答用紙と下書き用紙は回収します． 

8. 問題等で質問がある場合には，静かに挙手をしなさい．試験監督者が質問を取り

次ぎます． 

 



確率統計
問１ 事象Xの生起確率をP (X)，事象XとY の和事象および積事象を，それぞれ，X∪Y

およびX ∩ Y と表わす．今，事象A，B，Cにおいて，AとBが独立，AとCが独
立，BとCは互いに排反事象とする．以下の問に答えよ．
(1-a) P (A)，P (B)，P (A ∩ B)の間で成り立つ等式を記せ．
(1-b) P (B)，P (C)，P (B ∪ C)の間で成り立つ等式を記せ．
(1-c) 事象AとB ∪ Cが独立であることを示せ．

問２ 離散型確率変数X において，X = k (k = 0, 1, 2, · · ·)となる確率 pkが以下で与え
られるものとする．ただし，c (0 < c < 1)は定数である．

pk =
2

3
ck

このとき，以下の問に答えよ．
(2-a) 確率の定義によれば， ∞∑

k=0

pkはいくらか．具体的な値を記せ．

(2-b)
∞∑

k=0

pkを，cを用いた式で表わせ．
(2-c) cの値を求めよ．
(2-d) Xの平均E(X)を求めよ．



微分積分 

 

問１ 関数 !(#) = !
!!"# の増減，凹凸を調べ，曲線 ! = !(") の概形を描け． 

問 2 以下の定積分を求めよ． 

& log$ #
#

$

#
$

*# 

問 3 以下の⼆重積分について，変数変換 " = $cos(, ) = $sin( を⽤いて求めること

を考える．（１）から（３）に答えよ．但し，%, &は任意の正の定数とする。 

+ = , (-#% + /0%)*#*0,
&

 

2 = {(#, 0);	#% + 0% ≦ 7%} (- > 0) 

 

(1) 変数変換を⾏なった場合の，$ と ( の範囲を求めよ． 

(2) 変数変換に対するヤコビアンを求めよ． 

(3) ⼆重積分 1 を求めよ． 

  



微分方程式/フーリエ・ラプラス変換 

 

問１ 次の微分方程式について答えよ． 

!! "
!#
"!! − 3!

"#
"! + 4# = !! 

(1) ! = )"とおいて，!と"についての微分方程式を求めよ． 

(2) (1)の結果を用いて，微分方程式の一般解を求めよ． 

 

 
問２ 関数#(")のラプラス変換&(')およびラプラス逆変換を以下のように定義する． 

&(') = ) #(")*!"#+"
$

%
= ℒ{#(")}, #(") = ℒ!&{&(')} 

(ただし'は複素数) 

次の/(') = ℒ!&{/(')}のラプラス逆変換を求める．(1), (2)について答えよ． 

/(') = log' 3
'( + 2' + 5
'( − 1 9 

(1) 次の式が成り立つことを示せ． 

"#(") = −ℒ!& :+&(')+' ; 
(2) !(") を求めよ． 

 



線形代数 

 
問１ 点 A(−1, 3, 2	)と点 B(2, 5, 1	)を通る直線の方程式を求めよ．また，点 A
と点 B と点 C(1, 1, 0	)を含む平面の方程式を求めよ． 
 
 
 
 
問２ 次の行列の逆行列を求めよ． 

+
1
0
1
1
 

1
1
1
0
 

0
1
1
1
 

1
1
0
1
, 

 
 
 
 
問３ 行列 Aが次式で与えられる． 

A = /2 −1
1 3 0 

このとき，1(A) = A! − 4A" + 3A + 85 をケーリー・ハミルトンの定理を用いて

求めよ． 
 
 
 
 
 



情報理論 

 

（１）時刻 に出力された記号 が，直前の時刻 に出力された記号

にのみ依存して，下表の様に確率的に決定される情報源 がある． 

また，情報源 は二つの状態 をとり，記号 が出力された後，状態 へ

それぞれ遷移するものとする． 

このとき，以下の各問に答えなさい．ただし，各問の答は小数第 2 位まで計

算すること．また， を用いてよい． 

 

 

 

 

 

 

 

1) 2 つの状態 間の状態遷移図を描きなさい． 

2) 各状態の定常確率の値 を求めなさい． 

3) 情報源 の 1記号当たりのエントロピーの値 を求めなさい． 

4) 情報源 は，2)で求めた定常確率に従って二つの状態 をとり，時刻

における状態に依存せずに，時刻 の状態は決まるとする．また，状

態 は記号 を，状態 は記号 を出力するものとする． 

このとき．この情報源 のエントロピー の値を求めなさい． 

5) のいずれが大きいか答えなさい．また，その理由について述

べなさい． 
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